別紙様式第１号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）補助金交付申請書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　


令和　年度において肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）を下記のとおり実施したいので、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第５の１の規定に基づき、補助金　　　　　円を交付されたく、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業の目的



２　事業の内容
　別紙「肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実施計画」のとおり



３　事業に要する経費の配分及び負担区分
（単位：円）
	区分
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	機構補助金
	その他
	

	１　肉用牛生産基盤強化対策事業
	
	
	
	

	（１）中核的担い手育成増頭推進
	
	
	
	

	（２）遺伝的多様性に配慮した改良基盤確保
	
	
	
	

	（３）繁殖経営の生産性向上に必要な簡易牛舎及び機器資材の導入等
	
	
	
	

	（４）肉用牛ヘルパー推進
	
	
	
	

	（５）特定地域肉用牛等広域処理円滑化支援
	
	
	
	

	（６）肉用牛振興推進指導
	
	
	
	

	２　地域の特色ある肉用牛振興対策事業
	
	
	
	

	（１）地方特定品種等の振興
	
	
	
	

	（２）離島等及び山振地域における肉用牛振興
	
	
	
	

	（３）地域の特色ある肉用牛生産推進指導
	
	
	
	

	計
	
	
	
	



４　事業実施期間
（１）事業着手年月日　　　　　　　年　月　日
（２）事業完了予定年月日　　　　　年　月　日

５　添付書類
（１）定款
（２）最近時点の業務報告書及び業務計画書
（３）別紙「肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実施計画」を都道府県知事に協議したことを証する書類の写
（４）「みどりチェック」チェックシート（及びその一覧）
（注１）記載事項及び添付資料が既に提出している資料の内容と重複する場合には、その重複する部分については省略できることとし、省略するに当たっては、提出済の資料の名称その他資料の特定に必要な情報を記載の上、当該資料と同じ旨を記載することとする。
（注２）添付書類のうち（１）及び（２）については、申請者のウェブサイトにおいて閲覧が可能な場合、当該ウェブサイトのURLを記載することにより当該資料の添付を省略することができる。
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別紙３　特定地域肉用牛等広域処理円滑化支援実施計画
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別紙様式第２号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）補助金交付変更承認申請書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　


令和　年　月　日付け　　農畜機第　　号で補助金交付決定通知のあった肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）の実施について、下記のとおり変更したいので承認されたく、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第５の２の規定に基づき申請します。

記

１　変更の理由

２　事業の内容
別紙「肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実施計画」のとおり

３　事業に要する経費の配分及び負担区分

（注）２及び３については、別紙様式第１号に準じ、変更部分が容易に対照できるよう変更前を（　）書きで上段に、変更後をその下段に記載すること。




別紙様式第３号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）補助金概算払請求書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　


令和　年　月　日付け　　農畜機第　　号で補助金交付決定通知のあった肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）について、下記のとおり金　　　　　円を概算払により交付されたく、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第５の３の（２）の規定に基づき申請します。

記


36
１　概算払請求額
	区分
	交付決定
	事業費遂行状況
（令和　年　月　日現在）
	既概算払
受領額
④
	今回
概算払
請求額
⑤
	令和　年　月　日まで
予定出来高
(④+⑤)/②
	残額
②-④-⑤

	
	事業費
①
	機構
補助金
②
	事業費
③
	機構
補助金
	事業費
出来高
③/①
	
	
	
	

	
	円
	円
	円
	円
	％
	円
	円
	％
	円

	


	


	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）それぞれの事業項目ごとに記載することとし、請求時点での事業費の概算払必要額の積算根拠として月別の支出実績及び支出計画を添付すること。

２　振込先金融機関名等
金融機関名
預金種類
口座番号
口座名義



別紙様式第４号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実績報告書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　


令和　年　月　日付け　　農畜機第　　号で補助金交付決定通知のあった肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）について、下記のとおり実施したので、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第６の規定に基づき、関係書類を添えてその実績を報告します。
なお、併せて精算額　　　　　　円を支払われたく請求します。

記

１　事業の目的

２　事業の内容
別紙「肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実績報告書」のとおり



３　事業に要した経費の配分及び負担区分

４　事業に係る精算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	交付決定額
	確定額
	概算払受領額
	精算払請求

	
	
	
	



５　事業実施期間
（１）事業着手年月日　　　　　年　月　日
（２）事業完了年月日　　　　　年　月　日

６　振込先金融機関名等
金融機関名
預金種類
口座番号
口座名義

７　添付書類
「みどりチェック」チェックシート（及びその一覧）


注１　１～３については、別紙様式第１号に準じて作成すること。
２　３について、実績額の上段に計画額を（ ）書きし、計画と実績が比較できるようにすること。





別紙様式第５号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）運営（管理利用）状況報告書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　


令和　　年度における肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）について、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第７の規定に基づき、その運営（管理利用）状況を下記のとおり報告します。

記

１　事業名：令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）

２　運営（管理利用）状況
別紙様式第５号の別紙「運営（管理利用）状況報告一覧」のとおり

３　参考添付書類
当該事業実施年度の別紙様式第４号別紙「肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）実績報告書」のうち、本報告に係るもの
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別紙様式第６号

令和　　年度肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）に係る仕入れに係る消費税等相当額報告書

番　　　号
年　月　日

独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　殿

住　所　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　

令和　年　月　日付け　　農畜機第　　号で交付決定通知のあった肉用牛経営安定対策補完事業（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業）補助金について、肉用牛経営安定対策補完事業実施要綱別添２の第８の３の規定に基づき、下記のとおり報告します。
（なお、併せて補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額　　　　円を返還します。（返還がある場合、記載すること））

記

１　補助金適正化法第１５条の補助金の額の確定額
（令和　年　月　日付け　　農畜機第　　号による補助金額の確定通知額）
金　　　　　　　円

２　補助金の額の確定時に減額した仕入れに係る消費税等相当額
金　　　　　　　円

３　消費税及び地方消費税の申告により確定した仕入れに係る消費税等相当額
金　　　　　　　円

４　補助金返還相当額（３－２）
金 　　 　　　　円
注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
なお、公募団体等が法人格を有しない組合等の場合は、全ての構成員分を添付すること。
・消費税確定申告書の写し(税務署の収受印等のあるもの)
・付表２「課税売上割合・控除対象仕入税額等の計算表」の写し
・３の金額の積算の内訳（人件費に通勤手当を含む場合は、その内訳を確認できる資料も併せて提出すること）
・公募団体等が消費税法第６０条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料

５ 当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかにならない場合、その状況

注：消費税及び地方消費税の確定申告が完了していない場合にあっては、申告予定時期も記載すること。

６ 当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額がない場合、その理由

注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
なお、公募団体等が法人格を有しない組合等の場合は、全ての構成員分を添付すること。
・免税事業者の場合は、補助事業実施年度の前々年度に係る法人税（個人事業者の場合は所得税）確定申告書の写し（税務署の収受印等のあるもの）及び損益計算書等、売上高を確認できる資料
・簡易課税制度の適用を受ける事業者の場合は、補助事業実施年度における消費税確定申告書（簡易課税用）の写し（税務署の収受印等のあるもの）
・公募団体等が消費税法第６０条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料
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image5.emf
（単位：円）

年間回数 出発港 到着港 運賃/回 名称 所在地 補助額 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計

※海上輸送の回数は、専用容器等の往復輸送で１回とする。

※往路と復路で港が異なる場合は、復路は括弧書きとし、その理由を備考欄に記載すること。

処理場について

事業費 備考 番号 生産者集団等名 所在地

負担区分 海上輸送について


image6.emf
２　地域の特色ある肉用牛振興対策事業

（１）地方特定品種等 の振興

　ア　地域の生産、販売計画の策定、周知

補助金 その他

1

2

　イ　特徴ある牛肉生産等

補助金 その他

1

2

　ウ　計画出荷対策

頭数 単価 金額 補助金 その他

1

2



事業費



事業費



合計



合計



（単位：円）

（単位：円）

備考



積算基礎

備考

（単位：円）



番号 実施時期

補助率

又は額

負担区分

費目 事業実施者名 内容



備考



積算基礎

番号 実施時期

補助率

又は額

積算基礎 負担区分

事業実施者名 内容

番号 実施時期



事業実施者名 内容



合計

補助率

又は額

負担区分

費目



事業費


image7.emf
　エ（ア）飼養頭数の維持・増頭に関する取組支援（性判別精液等を活用した子牛生産の支援） （単位：円）

員数 単価 金額 補助金 その他

1

2

　エ（イ）飼養頭数の維持・増頭に関する取組支援（機器等の導入） （単位：円）

員数 単価 金額 補助金 その他

1

2

　エ（ウ）飼養頭数の維持・増頭に関する取組支援（受精卵採取や移植の取組） （単位：円）

員数 単価 金額 補助金 その他

1

2

実施時期 内容

補助率又は

補助限度額

備考

番号 事業実施者名 実施時期 内容

補助率又は

補助限度額

事業費

積算基礎 　負担区分

備考

事業費

合　　計

積算基礎 　負担区分

番号 事業実施者名

合　　計

番号 事業実施者名 実施時期 内容

補助率又は

補助限度額

事業費

積算基礎 　負担区分

備考

合　　計


image8.emf
　オ　生産者集団等別取りまとめ

補助金 その他

2



合計



1



地域の生産、販売計画の策定、周

知



特徴ある牛肉生産等



計画出荷対策



小計



飼養頭数の維持・増頭に関する取

組支援

（単位：円）

番号 事業実施者名 補助対象経費

補助率

又は額

事業費

負担区分

備考


image9.emf
（２）離島等及び山振地域における肉用牛振興

　ア　離島等子牛流通活性化

頭数 単価 金額 補助金 その他

1

2

（注）　（ア）～（ウ）の事業ごとに区分して記入する。

　イ　山振地域子牛流通活性化

頭数 単価 金額 補助金 その他

1

2

　ウ（ア）　優良子牛適正出荷推進（奨励金）

補助金 その他

1

2

　ウ（イ）　優良子牛適正出荷推進（器具機材等の導入）

頭数 単価 金額 補助金 その他

1

2

　エ　子牛流通活性化推進

補助金 その他

1

2

　オ　生産者集団等別取りまとめ

補助金 その他

1

2

（３）地域の特色ある肉用牛生産推進指導 （単位：円）

補助金 その他

注　「費目」は、会場借料、旅費、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、講師謝金、委員謝金、技術指導事務費、賃金及び事務諸費とし、「積算基礎」に参加人数等の詳細を記載すること。



合計



積算基礎

（単位：円）

合計



実施時期

負担区分

費目



補助率

又は額

事業費

離島等子牛流通活性化

山振地域子牛流通活性化

小計

番号 事業実施者名

番号



負担区分

備考



備考



優良子牛適性出荷推進

子牛流通活性化推進



（単位：円）

番号 実施時期

補助率

又は額



費目

負担区分



積算基礎

補助率

又は額



積算基礎 負担区分



備考

番号 実施時期

（単位：円）

実施時期



事業費

（単位：円）



備考

（単位：円）



番号 実施時期

補助率

又は額

備考

補助率

又は額

負担区分

費目

（単位：円）

積算基礎 負担区分

積算基礎 負担区分



積算基礎

番号



備考



実施時期

補助率

又は額

事業実施者名



合計

内容



事業費



事業実施者名 内容 事業費



合計



事業実施者名 内容



合計



事業実施者名 内容 事業費



合計



事業実施者名 内容 事業費



事業費



補助対象経費

補助率

又は額



公募団体Ｂの名称



内容



補助対象経費

会議の開催

推進指導



合計


image10.emf
３　生産者集団等の概要

　（１）生産者集団が事業を実施する場合

経営形態 戸数 子取り用雌牛 肥育牛

1

2

3

計（集団数）

（注）１　「経営形態」欄は、「繁殖経営」、「肥育経営」、「一貫経営」の別を記載すること。

　　　２　子取り用雌牛は、子牛を生産することを目的として飼養されている雌牛とする。

　　　３　出荷頭数は、前年度の頭数を記載すること。

　　　４　地域実施要領に基づき定める生産者集団規約を添付すること。

　（２）ヘルパー利用組合が事業を実施する場合

1

2

3

計（組織数）

（注）１　「対象経営」欄は、「繁殖経営」、「肥育経営」、「一貫経営」の別を記載すること。

　　　２　「活動形態」欄は、「臨時型」又は「併用型」の別を記載すること。

　　　３　「組織」欄は、「任意組合」等記載すること。

　　　４　地域実施要領に基づき定める規約を添付すること。

　（３）公社、農協等が事業を実施する場合

繁殖経営 肥育経営 一貫経営 合計 子取り用雌牛 肥育牛 育成牛等 合計

1

2

3

計（集団数）

（注）１　「経営形態」欄は、「繁殖経営」、「肥育経営」、「一貫経営」の別を記載すること。

　　　２　子取り用雌牛は、子牛を生産することを目的として飼養されている雌牛とする。

　　　３　育成牛等は、子取り用雌牛、肥育牛のいずれにも属さない牛とする。

飼養戸数及び頭数

出荷頭数 備考

番号 取りまとめ農協名 利用組合名

事務所

所在地

代表者氏名 参加戸数 対象経営

番号 取りまとめ農協名

生産者

集団名

事務所

所在地

代表者氏名 構成員戸数

番号 公社、農協等名

地域内肉用牛農家戸数 地域内肉用牛頭数

その他 （組合員肉用牛農家戸数）



活動形態 組織 要員数

（組合員肉用牛飼養頭数）



備考
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